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＜連絡事項＞
· 本日13：30～四戸玲子様の退院療養検討会議実施。（参加：高森、飯野）

· 相内康子さん通所ローテーション研修あり。

· 10/8（金）病棟スタッフ同伴にて小坂君子様デイナイトケア見学予定。

· 10/15（金）小坂君子様　退院療養検討会議実施予定。

＜青明舎登録者様情報交換＞

下妻　康貴　様～パセリー菜の就業時間が変更になるとのことで、今後はこれまでより30分繰り下がるとのこと。勤務時間の変更に関しては強い不安はない様子。また、八戸の最低賃金が650円に引き上げになる案について、最低賃金が引き上げになった場合、賃金交渉に青明舎スタッフが仲介に入ってくれるかどうかが気になると本人話されている。相談すれば可能であること、相談に行く場合は自身で行くように説明している。

袴田　隆裕　様～仕事は順調に行っているとのことで、就労時間を8時間に延長したいとのこと。青明舎スタッフからは現行の6時間半で様子を見てはどうかと説明しているが、詳細はわーくみなとや担当医と相談して決定するように促している。

久保　清美　様～デイナイトケアを辞めたいと青明舎に相談あり。本人は将来的に就労を希望しており、デイナイトケアは就労と遠い位置にあると本人話す。社会性の向上・対人スキルの向上・安定して就労を継続することのできる体力づくりなどが必要になることを伝えているが、本人説明に対しての理解は難しい様子である。

その後、デイナイトケア担当スタッフと面談。本人は「働くところがあれば出来る」と話されているが、現在の状態では就労は難しいこと説明。デイナイトケア利用の目的について、対人交流と病状悪化防止を目的とし、まだ様子をみてはどうかと説明している。

⇒就労が困難となっている理由や、退所に向けての目標を明確に設定し、評価をしていく必要がある。

高柳　和子　様～昨日、青明舎スタッフが自宅訪問している。室内は家電などがそろっており、生活に不便はない様子。引越し後はゆっくり休めたと話されている。明日、住所変更などの手続きにて青明舎スタッフ同行にて市役所に行く予定。

大久保　康弘様～デイケア利用への移行について、週1回デイケア利用を加えても良いのではないかと訪問看護スタッフより説明されたとのこと。兄様やグループホーム世話人も了承している。来週からデイケア体験利用を促していく。

種本　サハ　様～「昨晩3時間しか眠れなかった」「だるい」と訴えプログラム参加拒否しているが、昼食は全量摂取し、歩行も問題なく行っている。

繁名　和恵　様～今朝青明舎に「具合が悪い」と電話連絡あり。デイケアに行って体調を見てもらうように説明すると、デイケア来所している。「吐き気がする」「頭が痛い」「足のタコが痛い」と様々訴えており、痛み止めを服用している。午前中はプログラムは座って見学していたが、昼食は表情良く全量摂取。昼食後は、「頭が痛いけど、吐き気は治った」「頭痛いのはよくなったけど、吐き気がする」とスタッフを変えて話している。

細越　定生　様～先週より易怒性みられており、プログラムやバイタル測定など些細なことにも声を荒げている様子みられている為、本人にその事を振り返って頂いている。精神的に体調は良くないが、大きく崩れるほどではない為、怒りやすさとは関係ないと本人話す。また、眠れない日が何日か続いていた為、頓用薬として服用している就床前薬を2包服用したとのこと（寝る前、中途覚醒時）。内服については「ほぼ毎日飲んでいる」と話されている。

山田　健次　様～先週より機嫌が悪い日が続いており、本日も口数が少なく表情硬い様子みられている。足の痛みがある様子で、何度も足を擦っている様がみられている。介護保険を利用してはどうかと本人に説明しているが、「自分でやりたい」「家に入ってきて欲しくない」と訴えており、頑なに拒否している。担当医など関係機関と相談していく。

我慢　奈津紀様～9/30と10/1の就床前薬を服用しなかったとのことで、「死にたい」「消えたい」と希死念慮があったとのこと。内服を再開したところ、希死念慮はなくなったと話す。9/30は忘薬で、10/1は予定外の外泊で内服を持参していなかったとのこと。就床前薬には抗うつ剤が含まれている。飲み忘れた場合はどうしたらよいか不安であるとのことで、具体的な飲み方については担当医に相談するよう説明している。

＜利用者様情報＞
佐藤　ミツ子様～10/1（金）肛門が痛いと訴えあり、外観確認すると、肛門付近に小さいいぼのようなものが確認されていたが、再度確認しようとすると消失している。本日は下痢を訴えており、便失禁少量みられている。青風荘からの情報提供にて、トイレの際に尻をふけていない様子みられているとのこと。

田中　正士　様～不機嫌さ顕著にみられており、スタッフ声かけにも無視している。足の痛みがあるようで、歩行時にふらつくことや、つまづくことがみられており、見守り要している。また。昼食時、他者の間に割り込むなど、行動にも乱暴さがみられている為、トラブルにならないよう介入していく。

＜デイケア事例検討＞

田中　宏明様（24）統合失調症　

利用開始日：平成20年9月24日（1年8ヶ月）

検討内容　本人の情報共有、今後の対応

治療計画

1 個別面談によって相談できる場を提供し、不安を取り除くとともに病気への理解を深める。

2 プログラム活動によって体力の維持・向上、活動の幅を拡大する。

3 デイケアにて他者と交流する事やSSTによって対人スキルを身につけ、生活圏の拡大を図る。

本人の様子

· 現在、大阪のIT会社と契約を結び、動画の作成を仕事としている（基本給3万円＋動画作成代5万円程）。担当医からは、動画作成の仕事も良いが、実際に外に出るような仕事を進めている。

· 仕事について、初めは仕事依頼がいつ来るのか不安に思っていたが、慣れてきたら気持ちが楽になったと話されている。

· デイケア利用は、仕事がある時は欠席しているが、仕事が無い時は利用日に通所すること出来ている。本人はデイケアを相談の場や居場所、交流の場として利用している。

今後の対応

· 今後も仕事と通所を継続して行って頂き、本人の相談に乗ることで不安の軽減や病状の安定を図っていく。

＜外来情報＞

・田向　玲美　様～自分の言いすぎが原因で、他メンバーとトラブルになったと話しています。主治医より、話ししすぎないようにするようアドバイスあります。
・我満　奈津紀様～9/30に薬を飲み忘れてしまって、死にたいと思ったが、薬を飲んだ後は落ち着いたと話している。今週子供の遠足に行きますと話しています。
